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297 － ドイツ不当利得法における差額説と類型論（3）（油納）
− 28 −
な問題点であり、この点は、フィッシャー差額説を検討した本稿第３章第１
節第３款においても指摘したところである。
５　ヤコブスは、不当利得債務者の財産が増加しているときは、不当利得債
務者は、その「取得したもの」すべて（全財産増加分）について返還義務を
負うとする。しかし、もし不当利得債務者が、自らの才覚と努力により自ら
の財産を増加させたとしても、そのすべての返還義務を負担させられるので
あれば、不当利得債権者には過剰な利益、不当利得債務者には過剰な不利益
となろう。
６　最後に、ヤコブスは、返還義務の対象を “財産上の差額（財産増加分）”
としながらも、悪意不当利得債務者は「利得」の消滅を抗弁できない、という。
ヤコブスは、その根拠をつぎのように考えている。すなわち、悪意使用者は、
物の使用につき対価支払義務があることを認識しているにもかかわらず、敢
えて対価支払の意思なしに無権利で使用する場合には、出費の節約によって
自らの財産を増やしたと考えられる、と。
　その悪意使用者が、もし法律上の原因なくその物を取得しなければ、その
他の物を対価を支払って取得し使用していたと考えられる場合には、その悪
意使用者は、確かに出費を節約したと評価できよう。これに対して、このよ
うな仮定の状況を前提としないヤコブスの見解によれば、果たして出費の節
約があるものといえるのか、検討の余地があろう。
